


落
語
／
露
の
眞「
松
山
鏡
」　

　
　
　
桂
三
歩「
な
い
し
ょ
話
」（
桂
三
枝
・
作
）

　
　
　
笑
福
亭
岐
代
松「
火
焔
太
鼓
」

　
　
　
笑
福
亭
智
之
介「
青
菜
」

　
　
　
桂
き
ん
枝「
悋
気
の
独
楽
」　
　
　

鼎
談
／「
逃
げ
な
い
負
け
な
い
結
婚
論
」

　
　
　
内
田
樹（
武
道
家
・
思
想
家
）

　
　
　
髙
島
幸
次

　
　
　（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

　
　
　
桂
春
之
輔

◉
6
月
の
お
題
は「
結
婚
」

6
月
25
日
（
土
）

 「
困
難
な
結
婚
」

天
満
天
神
繁
昌
亭
で
は
、土
地
を
提
供
し
て
い
る
大
阪
天
満
宮
に
敬
意
を
表
し
、

毎
月
25
日
の
夜
席
を「
天
神
寄
席
」と
銘
打
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

６
月
は
凸
凹
夫
婦
や
似
た
も
の
夫
婦
の
掛
け
合
い
が
面
白
い
ネ
タ
が
集
ま
り
、

『
困
難
な
結
婚
』を
上
梓
す
る
内
田
樹
先
生
が
、１
年
ぶ
り
に
再
び
ゲ
ス
ト
に
。

新
刊
は「
奥
さ
ん
か
ら
の
原
稿
チ
ェッ
ク
が
入
っ
た
」と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
、

夫
婦
な
ら
で
は
の
あ
る
あ
る
話
が
飛
び
出
す
か
も
し
れ
な
い
。

と
応
え
る
。
教
養
の
溢
れ
る
や
り
と
り
だ
。

　

こ
れ
を
真
似
る
こ
と
に
な
っ
た
植
木
屋

の
女
房
は
「
名
も
九
郎
判
官
義
経
」
と
言

っ
て
し
ま
い
、植
木
屋
は
し
か
た
な
く「
弁

慶
」
と
応
え
る
。
ど
っ
ち
も
ど
っ
ち
だ
。

　

隠
居
夫
婦
は
、
②
の
妻
が
夫
に
似
る
夫

唱
婦
随
タ
イ
プ
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
植

木
屋
夫
妻
は
、
①
で
も
②
で
も
な
く
、
③

生
活
を
と
も
に
す
る
う
ち
に
似
て
し
ま
っ

た
タ
イ
プ
か
も
し
れ
な
い
。
長
屋
の
環
境

が
二
人
を
似
せ
た
の
だ
。

　

そ
う
、
落
語
は
こ
ん
な
ふ
う
に
夫
婦
の

機
微
に
つ
い
て
も
学
べ
る
。
世
の
若
者
た

ち
は
結
婚
を
決
意
す
る
前
に
、
落
語
を
聞

く
べ
き
だ
。
結
婚
後
に
夫
婦
の
距
離
感
が

少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
く
わ
が
家
の
、
い

や
も
と
い
、
ど
こ
か
の
夫
婦
の
よ
う
な
こ

と
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
落
語
は
聞
い

た
ほ
う
が
い
い
。

　
「
犬
は
飼
い
主
に
似
る
」
と
い
う
。
飼

わ
れ
て
い
る
う
ち
に
犬
が
飼
い
主
に
似
る

の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、
違
う
ら
し
い
。

飼
い
主
が
自
身
に
似
た
犬
を
無
意
識
の
う

ち
に
買
う
た
め
だ
と
い
う
研
究
が
あ
る
そ

う
だ
。

　

で
は
、「
似
た
者
夫
婦
」
は
ど
う
か
。

夫
婦
の
場
合
は
、
見
た
目
よ
り
は
、
性
格

や
言
動
の
相
似
に
つ
い
て
言
う
よ
う
だ
が
、

①
似
た
者
同
士
が
惹
か
れ
合
っ
て
夫
婦
に

な
る
の
か
、
②
結
婚
後
に
妻
が
夫
に
似
る

（
あ
る
い
は
夫
が
妻
に
似
る
）
の
か
ど
ち

ら
な
の
だ
ろ
う
。

　

落
語
『
尻
餅
』
は
、
正
月
用
の
餅
の
準

備
が
で
き
て
い
な
い
男
の
家
が
舞
台
だ
。

大
晦
日
の
早
朝
、男
は
女
房
の
オ
イ
ド（
尻
）

を
ま
く
っ
て
ペ
タ
ン
、
ペ
タ
ン
と
平
手
打

ち
す
る
。
近
所
の
手
前
、
賃ち

ん
づ搗
き
屋
（
餅

つ
き
屋
）
を
頼
ん
だ
よ
う
に
音
を
響
か
せ

る
の
だ
。
女
房
は
嫌
が
り
な
が
ら
も
オ
イ

ド
を
提
供
す
る
の
だ
か
ら
男
と
同
類
だ
。

こ
の
夫
婦
は
①
の
タ
イ
プ
に
違
い
な
い
。

　

落
語
『
青
菜
』
で
は
、
隠
居
が
出
入
り

の
植
木
屋
に
供
そ
う
と
し
た
青
菜
が
な
い

こ
と
を
、
奥
方
は
「
鞍
馬
か
ら
牛
若
丸
が

出
で
ま
し
て
、名（
菜
）も
九
郎（
食
ろ
う
）

判
官
」
と
伝
え
、隠
居
は
「
義
（
良
し
）
経
」

笑
う
落
語
の
大
阪 

第
二
十
七
回

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授
、大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究

員
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
上
方
落
語
支
援
の
会
理
事
な
ど
。

６
月
天
神
寄
席
の
ゲ
ス
ト
は
、内
田
樹
先
生
で
す
。

近
刊『
困
難
な
結
婚
』の
裏
話
が
聞
け
る
か
も
。

落
語
に
学
ぶ

似
た
者
夫
婦
。

髙
島
幸
次

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
前
売
り
券
を
買
う
と
お
得
!

「
天
神
寄
席
」の
前
売
チ
ケ
ッ
ト
を
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
買
う
と
、2
3
0
0
円
で
入
場
で
き
ま
す
。

い
つ
も
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
と
同
じ
く
、ウ
ェブ
、ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
を
受
付
中
。

開
催
日
／
6
月
25
日（
土
）

時
間
／
6・00 
PM
〜（
開
場
5・30 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・15 

PM
〜
）

受
講
料
／
2
3
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
5
0
0
円
／
当
日
3
0
0
0
円
）

支
払
い
方
法
／
当
日
5・15 
PM
よ
り
、繁
昌
亭
前
に
仮
設
の「
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
受
付
」に
て
精
算
。

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
、販
売
終
了
し
ま
す
。

※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
販
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
券
の
み
で
す
。当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法
は
Ｐ
10
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
☎
0 

6・4
7
9
9・1
3
4
0（
平
日
10・00 

AM
〜
6・00 

PM
）

様々なテーマを独
自の目線で語ってき
た内田樹先生。今
回は夫婦や結婚を、
どのように論じる？

妻の悋気（嫉妬）が
周囲の人々を巻き
込む「悋気の独楽」。
トリの桂きん枝さん
が披露する。イラスト／フジワラトモコ

六
月
席
は
、夫
婦
で
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
で
ぜ
ひ
。

イラスト／フジワラトモコイラスト／フジワラトモコ

ド
ー
チ
カ
の

50
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
!

ド
ー
チ
カ
の

50
周
年
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
!
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アートエリアB１
「ニュー〝コロニー／アイランド〟2 
～災害にまつわる所作と対話～」
期間／６月26日（日）まで ※月曜休館・入場無料
時間／12:00PM～7:00PM
6月25日（土）4:00PM～7:00PM
クロージングトーク「災害にまつわる所作と対話」
※ゲストや内容など、詳細はHPを参照
問い合わせ☎06-6226-4006
ほかイベント詳細はhttp://artarea-b1.jp

撮影：増田好郎

を
考
え
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。
地
権
者
企
業
が
集
ま

る
中
之
島
ま
ち
み
ら
い
協
議
会
で

も
、
川
に
囲
ま
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
街

に
お
い
て
の
防
災
意
識
は
必
須
。

企
業
と
行
政
の
強
固
な
連
携
が
ま

す
ま
す
必
要
だ
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
場
と
な
っ

た
。 

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

じ
髙
島
幸
次
先
生
の
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
＆
司
会
で
、
七
夕
ゆ
か
り
の
落

語
会
が
開
催
さ
れ
る
。
そ
の
顔
ぶ

れ
は
、
会
場
で
あ
る
天
満
天
神
繁

昌
亭
が
設
け
た
繁
昌
亭
大
賞
の
各

賞
受
賞
者
ば
か
り
と
い
う
か
ら
、

面
白
い
こ
と
間
違
い
な
し
。
彦
星

と
織
姫
に
ち
な
ん
だ
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
（
？
）
な
恋
物
語
が
聞
け
る
だ

ろ
う
か
。 

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

飲
食
店
や
薬
局
、
雑
貨
店
が
立

ち
並
び
、
島
民
御
用
達
の
「
ド
ー

ジ
マ
地
下
セ
ン
タ
ー
」。「
ド
ー
チ

カ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
、
こ
の

７
月
１
日
に
５０
周
年
を
迎
え
る
こ

と
は
本
誌
５
月
号
で
も
お
伝
え
し

た
と
お
り
。
新
た
な
門
出
と
し
て
、

エ
ン
ジ
ェ
ル
モ
チ
ー
フ
の
デ
ザ
イ

ン
が
一
新
さ
れ
、
堂
島
米
会
所
が

あ
っ
た
頃
の
「
天
下
の
台
所
」
大

坂
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
町
家
風
デ
ザ

イ
ン
に
。
６
月
中
に
は
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
が
完
了
す
る
。

　

７
月
１
日
に
は
、
地
下
街
の
中

央
あ
た
り
に
開
か
れ
た
「
憩
い
ス

ポ
ッ
ト
」
で
、
賞
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
や
、
新
入
り
の

可
愛
い
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
・
堂
島
ち

か
ち
ゃ
ん
の
お
披
露
目

イ
ベ
ン
ト
を
予
定
。「
堂

島
と
中
之
島
を
行
き
来

し
て
い
る
方
々
の
流
れ

を
妨
げ
ず
、
そ
れ
で
も

で
き
る
だ
け
盛
大
に
お
祝
い
し
た

い
」（
堂
島
地
下
街 

総
務
部
長 

新

宮
康
雄
さ
ん
）
と
、
各
店
舗
で
の

割
引
や
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
も
ス

タ
ン
バ
イ
し
て
い
る
。

　

ま
た
同
施
設
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
一

般
の
利
用
者
か
ら
募
集
し
た
、
こ

の
５０
年
の
思
い
出
を
つ
づ
っ
た
懐

か
し
い
エ
ッ
セ
イ
を
７
月
１
日
に

公
開
。
５０
周
年
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

天
満
橋
か
ら
北
浜
に
か
け
て
、

大
川
が
青
く
き
ら
め
く
「
光
の
天

の
川
」
に
変
身
す
る
「
平
成
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｋ
Ａ
天
の
川
伝
説
」。
七
夕
の
夜
、

お
よ
そ
５
万
個
の
小
さ
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
「
い
の
り
星
Ⓡ

」
が
放
流
さ

れ
る
こ
と
で
現
れ
る
美
し
い
光
景

だ
。
２
０
０
９
年
か
ら
開
催
さ
れ
、

す
っ
か
り
中
之
島
の
７
月
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
る
。

　

界
隈
で
は
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
バ
ル
や
ク
ル
ー
ズ
も
行
わ
れ
て

お
り
、
七
夕
当
日
に
留
ま
ら
ず
、

七
夕
ウ
ィ
ー
ク
と
し
て
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
に
成
長
。
今
年
は
ご
存

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１６年６月１日発行

天満天神繁昌亭「天の川伝説落語会」
日時／7月5日（火）
6:30PM開演（6:00PM開場）
出演／桂あやめ、桂三風、月亭遊方、
桂三金、笑福亭たま、旭堂南湖
料金／前売2,500円　
当日3,000円（全席指定）
◎前売り券は繁昌亭窓口ほか、チケットぴあ、
セブンイレブン、サークルKサンクスなどでも販売
問い合わせ☎06-6352-4874
（天満天神繁昌亭）

平成OSAKA天の川伝説2016
日時／7月7日（木） 
放流7:07PM～9:00PM（開場6:00PM）
※荒天中止　
場所／大川・天満橋～北浜周辺
料金／「いのり星Ⓡ」放流券は前売り1,200円、
当日1,500円　
※大阪天満宮・生國魂神社奉納特製短冊付き　
◎前売り券はチケットぴあやローソンほか、
7月5日（火）以降は天満天神繁昌亭でも販売　
http://www.osaka-amanogawa.com/

ドージマ地下センター　
創業50周年イベント
7月1日（金）とその前日、
ドーチカ店舗利用者に抽選会
参加券を配布。米にちなんだ
商品やちかちゃんグッズが
当たるかも。0:30PM～
3:00PMは、ちかちゃんが
ドーチカをお散歩する。
http://www.dotica.or.jp/

　

現
在
、
京
阪
電
車
な
に
わ
橋
駅

の
構
内
に
あ
る
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ

１
で
は
、「
ニ
ュ
ー
〝
コ
ロ
ニ
ー
／

ア
イ
ラ
ン
ド
〞
２ 
〜
災
害
に
ま
つ

わ
る
所
作
と
対
話
〜
」
の
特
別
展

を
開
催
中
。
中
之
島
を
模
型
化
し
、

粘
菌
を
這
わ
せ
て
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
可
視
化
し
た
前
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
続
き
、
今
回
は
視
野

を
広
げ
て
日
本
列
島
と
災
害
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
。

　

会
場
全
体
が
、
ひ
と
つ
の
家
の

よ
う
に
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
空
間
。

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
、
そ
し
て
熊
本
地
震
の
記
憶
も

新
し
く
、
日
本
人
の
日
常
生
活
と

災
害
は
つ
き
も
の
だ
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
る
。
一
方
で
、
会

期
中
に
は
惑
星
地
質
学
や
民
俗
学

の
専
門
家
の
視
点
か
ら
、
地
球
の

営
み
で
も
あ
る
災
害
と
ど
う
向
き

合
う
べ
き
か
を
参
加
者
と
と
も
に

考
え
る
ト
ー
ク
を
開
催
。

　

こ
の
５
月
１２
日
に
は
、
大
阪
府

都
市
整
備
部
の
美
馬
一
浩
さ
ん
を

迎
え
、
中
之
島
か
ら
防
災
や
減
災

7
月
の
夜
は
繁
昌
亭
で

 「
天
の
川
伝
説
落
語
会
」

7
月
の
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天
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落
語
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7
月
の
夜
は
繁
昌
亭
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 「
天
の
川
伝
説
落
語
会
」

ア
ー
ト
エ
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ア
B
1
か
ら

大
阪・中
之
島
の
防
災
を
考
え
る

ア
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http://festivalplaza.jp/　
提供／株式会社 朝日ビルディング

祝 祭 へ よ う こ そ 。

華やぐ街に誘われてフェスティバルプラザの「技」　27

フェスティバルスイート
●中之島フェスティバルタワー37F
　貸室の詳細や申し込みの流れはhttp://www.
festivaltower.jp/festival/　☎06-6203-5020

（10:00AM〜5:00PM・土日祝休）まで。また、同フロア
［ひらまつ］の「天空のガーデンテラス」が、昨年より拡大
して7月1日より開幕。よく冷えたビールと肉や魚介類の
グリル、そして夜景が楽しめるフレンチビアガーデンだ。
問い合わせは☎06-6233-1139

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

美
子
さ
ん
。
夜
は
夜
で
、
ま
だ
ま
だ
眠

ら
な
い
大
阪
の
街
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
が
美
し
い
。

　

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
と
い
う
だ

け
に
、
オ
フ
ィ
ス
街
の
施
設
ら
し
く
会

議
室
と
し
て
の
機
能
が
充
実
し
て
い
る
。

利
用
も
、
中
之
島
か
ら
遠
方
の
企
業
ま

で
数
多
い
。「
一
般
の
会
議
室

よ
り
ア
イ
デ
ア
が
出
や
す
か
っ

た
り
、
主
催
側
の
お
客
様
の
イ

メ
ー
ジ
も
ア
ッ
プ
す
る
と
ご
好

評
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
の

こ
と
。

　

素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
気
持
ち
よ
く
体
感
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
硬
派
な
会
議
か
ら

カ
ジ
ュ
ア
ル
な
集
い
ま
で
、
で

き
る
だ
け
利
用
者
の
要
望
を
叶

え
る
の
が
三
本
さ
ん
た
ち
ス
タ

ッ
フ
の
使
命
だ
。
会
議
後
は
同

フ
ロ
ア
の
別
室
に
移
動
し
て
パ

ー
テ
ィ
ー
で
締
め
く
く
る
と
い
う
利
用

パ
タ
ー
ン
も
多
く
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を

依
頼
し
て
い
る
［
ラ
・
フ
ェ
ッ
ト 

ひ

ら
ま
つ
］や［
レ
ス
ト
ラ
ン 

ア
ラ
ス
カ
］

と
い
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
と
の
連
携
を
固

め
、
メ
ニ
ュ
ー
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
も
柔

軟
に
対
応
。「
た
と
え
ば
女
性
中
心
の

集
ま
り
で
は
前
菜
や
デ
ザ
ー
ト
を
多
め

に
盛
り
込
ん
だ
り
、
ご
年
配
の
方
中
心

で
あ
れ
ば
、
メ
イ
ン
を
あ
っ
さ
り
し
た

も
の
に
変
更
し
た
り
」。
確
か
に
、
同

フ
ロ
ア
の
［
ラ・フ
ェ
ッ
ト 

ひ
ら
ま
つ
］

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
森
田
恭
通
さ
ん
が
手

が
け
た
内
観
は
、
会
議
だ
け
で
終
わ
ら

せ
て
し
ま
う
の
は
惜
し
い
贅
沢
な
空
間
。

昼
夜
長
居
し
て
、
天
上
人
の
気
分
を
少

し
で
も
長
く
味
わ
い
た
い
。

　

地
上
２
０
０
ｍ
の
高
さ
を
誇
る
中
之

島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
。
中
之
島

い
ち
高
い
ビ
ル
の
最
上
階
で
あ
る
37
階

は
、
も
ち
ろ
ん
中
之
島
い
ち
空
に
近
い

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
同
階
の
［
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
ス
イ
ー
ト
］
が
、「
天
空

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム
」
と
呼
ば

れ
る
所
以
だ
。
中
之
島
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
群
の
屋
上
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
橋

や
川
を
た
ど
る
と
目
線
の
先
に
は
大
阪

湾
が
。「
晴
れ
て
い
れ
ば
、
西
側
に
は

淡
路
島
や
明
石
海
峡
大
橋
が
見
え
る
ん

で
す
」
と
、
案
内
し
て
く
れ
た
三
本
久

シャンデリアがゴージャスなメインのカンファレンスルームは4室。間仕切りを外せば、150人程の
パーティーにぴったり。目前には、建設が進むフェスティバルタワー・ウエストが。

たっぷりの光が気持ちいい「ホワイエ」は、会議室
や宴会会場、あるいはヴァージンロードを活かしたチ
ャペルとして利用されている。

3室ある角部屋（写真は「ビオラ」）は、夜景をダイナミックに味わえる。10
人以下のランチやディナーミーティングに。

最上階の、
最高の演出。
 ［フェスティバルスイート］
●カンファレンスルーム
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フェスティバルスイート
（中之島フェスティバルタワー37F／P14）

古河大阪ビル

堂島リバー
フォーラム

OMMビル

大阪
市役所

NCB
ホテル

日本銀行
大阪支店
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江之子島文化芸術創造センター
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国立国際
美術館

大阪市立
科学館

7/14
ナカノシマ大学
開催!

7/14
ナカノシマ大学
開催!

ABC
朝日放送

大阪天満宮

大阪大学
中之島
センター

大同生命
大阪本社

渡辺橋駅
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天守閣

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／紀伊國屋書店 梅田本店・グランフロント大阪店・本町店／ジュンク堂書店 大阪本店・梅田ヒルトンプラザ店・天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅
田店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店　［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専
門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会堂／大阪市立科学館／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会
／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪梅田サテライト／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／CITY 
NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／少彦名神社／中央電気倶楽部／適塾／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス　［店舗・医院など］ア
ンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／エルマーズグリーン コーヒーカウンター／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫茶
SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブン
イレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／
FOLK／フレイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］旭屋書店 なんばCITY店／紀伊國屋書店 京橋店／ジュンク堂書店　難波店／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪科学技術館／大阪市社会福祉研
修・情報センター／大阪市立中央図書館／大阪府立江之子島文化芸術創造センター／川口基督教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪シティ信用金庫 江戸堀支店／御舟か
もめ／カルチャーカフェ上方／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バルピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪市立難波市民学習センター／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳
堂／大阪大学本部／摂南大学 地域連携センター／野村呼文堂／郵政考古学会／ゆったりんこ／連携考房 童子
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館
●東京　往来堂書店（千駄木）／BOOKSルーエ（吉祥寺）／B&B（下北沢）／隣町珈琲（荏原中延）／ONLY FREE PAPER（渋谷）

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
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デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告中之島インバウンド
最近中之島を歩いていると、外国人観光客を見かけることが多くなった。
海外から見た中之島の魅力とは?  ひと味違った目線でお届けします。

●『月刊島民』vol.96は2016年7月１日発行です!
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    「講談
  真田幸村の一生」
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